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6５

分数ヴァイオリソの指導方法から

－第１ポジションの指導方法分析（Ｖ）－

松中久儀

ＡＴｅａｃｈｉｎｇＭｅｔｈｏｄｏｆＶｉｏｌｉｎｆｏｒ

－ＡＴｅchniqueofFirstPosition

HisanoriＭＡＴＳＵＮＡＫＡ

Children

(Ｖ)－

本論文は上記項目の（１）～（Ⅳ）に続くも

の（教科教育研究第20号．２１号及び紀要教育科

学編第35号.３６号）であり，文中の用語や人

名，テキストの名称は（１）～（Ⅳ）と同じ略

字を使い，章，項目，楽譜例，図例いずれのＮｑ

もこれに続けた。

作りに入ってからこの兆候を見せ始める場合が

あるが，それぞれ原因と指導法は区別されるべ

きであろう。

ａ最初からこの傾向を示す場合

写真例の印象は窮屈な４指，浅くなった１指

であるため，１指～４指の深さを調節すべく手

直しを施したくなるところであるがたいていし

ばらくしてまた元に戻ってしまう。原因は０指

のフォームにあるようだ。

（ア）

Ⅷ運弓の指導方法（その２）

(5)１指～４指のフオーム

カ手が調節ネジ側に向って傾いてい

る場合（写真12）

（写真12）

断面を示す

□
弓身を示す

(イ）

伝
崩れてしまった４指に特徴あるこのフォーム

ではエ（写真10）で説明のように前腕のねじれ

を基本とした腕の重さを弦に加えるべき姿にな

いため，弓はいつも浮いてしまった見すぼらし

い音となってしまう。重量感あふれるデタシェ

トーン作りのためにも，なんとしても矯正した

いものである。弓を持ち始めた時からこの

フォームになりがちな場合と，４指のフォーム

戸ＴＴ
（図22）

（注）け）は矯正されるべきフォーム

（図22）は弓身に接するβ指のフォームをのぞ

いたものであるが，（写真12）の場合０指は㈲

に近いものであった。すなわちこの０指と弓身
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の相対する角度は他の指を調節ネジ側に傾斜さ

せてしまう必然性を持っているということであ

る。４指が弓身の上に指先を保とうとすればそ

れは不自然な屈折を余儀なくされるであろう。

β指のフォームが(ｲ)に近づくに従って他の４本

の指の傾斜が弓先の方に向かって倒れていくこ

とができる。このようにしてβ指のフォームか

ら理想的な手順で導かれた４本の指はそれぞれ

の指の長さに応じて弓身にかぶさる深さが定

まってくることになる。この時はじめて４指の

指先を，弓身に自然に乗せることができこの行

程は全く理論的といえる。

ｂ４指の先を弓身にのせ，弓重量を支

えようとする時に起こる場合

⑦右腕の重量を弦に伝える働き，と①弓を持

ち上げるように重量をコントロールする働き，

の両者が運弓の技術に区別されるが，①は特に

弓元において自然な振動を求めるために（初歩

者はたいてい圧力が加わりすぎて音が悪くな

る）操作しなければならない。この作業の中で

４指は重要な役割を担うことになるが４指の機

能が未発達な④は弓の重量を支えきれず，つい

に写真例のような無残な姿になってしまう。こ

の姿は弓を持ち上げる作業以外，なにも能力を

備えていない，すなわち弓中央から弓先にかけ

ての前腕の重さを弦に伝えることを放棄してし

まった形である。弓を持つフォームは⑦，①両

方の作業がいつでも同時に可能となるフォーム

を意味し，基本的にはこのフォームはどちらの

作業をするにおいても外面上の違いが殆ど承ら

れないはずである。そこで矯正方法であるが，

未発達な４指に原因のすべてを転化するばかり

では④の進度が滞ってしまうので，他の指，特

にここでは０指と１指の働きに着眼したい。

（図23）は弓を持ち上げるに必要なエネルギー

を伝える指の接点を選んで示してふた。支点力

点の距離から（ii）の方がより安定して持ち上

げることが可能であろう。すなわち２指よりｌ

指の方がこの作業をリードすべき指であるとい

うことである。さて実際にこの原理が運弓の技

術に取り入れられる上での留意点はどうであろ

うか。まず１指は２指からわずかに離れてしか

(ｉ）

4指

↓

2指

↓

β指

(ii）

4指

↓
1指

↓

6指

（図23）

も必要に応じて弓身を少し抱きかかえることが

出来る体勢にあるかどうか，一方８指について

はａで説明した弓身との角度を厳守しているか

どうか，しかも４指からの距離である程度保っ

ているかどうか（３指側に近づきすぎているた

め４指に弓重量が過重にかかっている場合があ

る）などである。これらの留意事項が整えば４

指の負担がより軽減されるはずであり，フォー

ム作りのポイントとなると考えている。

第１段階はこのフォームの外形を維持する

ことから始めることになろうが，第２段階は各

指の関節がバネになって種々の運弓のために活

動できる技術を習得することにあるが，この技

術についてはこの項目ではさし控え後記したい。

ここまでは＠のフォームの診断方法から矯正方

法を考察した訳だが，④自らフォーム作りに集

中できる練習方法もあろう。それは（図23）の

（ii）の考えから２指，３指を弓身からわずか

に浮かした状態で残りのβ指，ｌ指，４指で

もって運弓を試みる方法，又鉛筆を弓にしたて

て持たせ模擬演奏をさせる方法が上げられる。

前者は指の役目が一層確かに認識でき，一気に

上達する。しかしこの練習は，練習そのものが

難しい技術であるため幼い④には徒労に終わる
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場合もある。その点，後者は幼い④にも充分活

用できる練習であるはずだ。なぜなら鉛筆は弓

に比べてはるかに軽いことで，指の関節に負担

が少なく，フォームが崩れる心配がないこと。

あらゆる角度から手の形を把握することが出来

ること。又最も大切なことはβ指の先又４指の

先がそれぞれ弓の－断面（弓の断面は八角形）

を確実にとらえて接する時の感覚が鉛筆（六角

形）の一断面で応用できることである。指先が

とらえる物体の接触感は安定したフォームの手

がかりとなってくれる筈である。（断面が丸い

鉛筆は当然この効果がない｡）鉛筆は持てるの

に，弓は持てない，という④は確かにいる。し

かし鉛筆は持てたフォームの外形のイメージが

④の意識に存在している点が大切であり，代用

品での練習ではあるが，いずれ本物の弓におい

てこの練習効果が現れる日が必ずやってくるも

のである。⑬は性急な実現を求めたいものだ

が，長い目で見守ってやりたいものであるｏ毎

回のように弓のフォームの指導が集中すると＠

はアレルギーを起こす。ヴァイオリンのおけい

こは形の練習だと思われ，レッスンが苦痛その

ものに陥ってしまう危険があるからである。本

格的な練習は弓元における指弓の練習時に再現

されるであろうし，又その時までに④の指は充

分機能的に発達していてくれるものである。

キ各指の間隔が広がりすぎている場

合（写真13）

ｌ指と４指を広げることによりβ指の支点か

らの距離を多くとり弓の重量を容易に支えよう

（写真13）

とする考えがありありと伺えるフォームである。

確かに弓のふらつきを防ぎ，安定して持ちうる

が指の間隔が広がれば広がる程，手首，肘，肩

にまで不自然な力が入り，粗雑な音を発するば

かりである。この例はオで先記した（写真11）

の各指が密着する場合とちょうど逆の現象と考

えられる。オの項目で各指の間隔とフォームの

関係を分析したところだが，更にこの項目でそ

の内容の展開をして承ることにした。脱力状態

で床に下している手の姿はフォームの目安であ

るが，このままの間隔を弓のフォームにそのま

ま移し替えただけでは少し弓がふらつく不安感

が残存するはずである。そこでわずかに各指を

β指を基に左右に振り分けるよう指導がなされ

るのが常となろう。ただこうして出来上った

フォームはフォームの外形からだけで中身を見

極められるものでなく，その真価は次の段階，

例えばレガート奏法において肩，肘，手首の動

きと連動し，あたかも水流を導くように対応す

る各指の微妙な屈伸運動によって証明される筈

である。そしてこの運動は一瞬たりと流れに逆

らうことがあってはならない。④は⑬からこの

運弓の実行を求められる時に，これまで⑬から

指示されていた各指の接点を変更しようとする

衝動にかられる場合があるようで，⑬はこれに

又修正を加えようと図りしばらく両者のくり返

しがなされることがあるのではないか。この行

程はもはや文章に書き表わすことが不可能に近

い伝授方法の世界にめり込んでいかざるを得な

いものかもしれない。⑬が④に施せるフォーム

はあくまで目安であるはずなのに④がこれを重

視するあまり，機能的運弓のための裏付けとし

てあるべきフォームとして安易に固定化されは

しないかといった危倶がある。勿論フォームの

外形を監督する任は⑮の責務であるが，弓身と

の接触感を通じて弓に与える作音意識は④の音

楽であり，⑮が手を施しがたい世界であり，④

の財産であると考えている。とにもかくにも⑮

は④の右手になりえないという現実にある。両

者間に最も正しく連絡しうる言語は，⑬の範奏

であり，④の演奏であろうｄ範奏はフォーム指

導上の速効力には欠けるが，徐々に⑬の考えを

露Li:Ｂｉ;iiijii謬讓i慰鐸
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伝授できる。写真例のように広がりすぎた指で

は右手全体の流れが遮断され，伸びのある音が

出せないことを発見させることにつきる訳だ

が，そのためには種々のフォームによる音色の

違いが弁別可能になっていることが条件である。

今さらながら音から音へのレッスンを量的に充

足させていかねばならないと考えている。④の

フォームにあれこれ注文をつけるのは速効的で

ある反面，副作用も多いことを認識しておく必

要がある。

ク各指が深く弓身にかぶさっている

場合（写真14）

（写真14）

り替えるべく，弓のフォームを徐々に整えてや

らねばならない。８指と４指の場合はいずれも

指先が弓身に接するのが機能的運弓のフォーム

として確立しているので，ここではｌ指，２

指，３指の弓身に接する位置を考察してふた。

イで先記した条件一接点が指先に近づけば近

づく程“つまむ，，という作業，又指の根元に近

づけば近づく程“握る，，‘`巻く'，といった作業

になること－を前提としながらまず１指の接

点からぶて承ることにする。この前提はいずれ

もフォームとして好ましくなく，それは指を

``のせる'，という感覚が宿る方がフォーム作り

において好ましい状態であろう。具体的には，

この感覚を裏づけとする指と弓身の接点を捜し

求めることになる。そしてこの感覚はいずれの

関節が弓身に接してもこれを求められないこと

が明らかとなろう。なぜなら関節は曲げること

の作業において最も自然な行程を示すため勢い

指を弓身に巻きつけるといった行動に一人歩き

をしがちであるからである。このフォームは弓

の流麗な動きの妨げとなるに違いない。残され

ているのは第一関節と第二関節の間の面という

ことになる。よって（図24）の三点が残される

;iilliiilllliii111

イの（写真８）は浅い指の場合であったが，

ここで掲げた例はちょうどこれと逆の悪例と

なっている。いきすぎた例では，０指の先が弓

身に接することが窮屈となり２指の裏側を押し

ていたり，又１指と２指の間から指先が顔をの

ぞかせたりしている場合もある。一方４指も指

先が弓身にのっかることはもはや不可能で，写

真例のように弓身からすべり落ちてしまってい

る場合もある。分数ヴァイオリンも安価なも

の，スチール弦の場合このフォームはそれなり

に安定した音量を発してくれる場合もあるがこ

れは腕の重量が弦にのりやすいからであろう。

もちろんこの段階はトーンやフォームに対し，

細かな注文をつける時期でない。強いていえば

元気な音として一時的に許容してやる段階を示

す。この，弦を無理に振動させる結果となって

いる奏法のレベルから分数サイズを換えていく

につれ，本物の音色のための奏法へと指導を切

1指の接点を示す

ｴノ

（図24）

こととなる。本論文はこれらの接点のいずれか

を１指のフォームとして結論づけるものでない

がそれは①④の指の形状，②各指が弓先に向

かって倒れる傾斜角度，③２指からいか程距離

を置くか，④２指の深さとの関係などによって

選定されるのが合理的であろうと考えている。

②の傾斜角度が多くなればなる程，接点はｃに

又その逆はａに，それぞれ接近するであろう。

一方③の距離をとればとる程ａに，又その逆は

ｃにそれぞれ接近するに違いない。きわめて進
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度が進んだ④には楽曲によって又，フレーズに

よってこの接点が選ばれる場合もありうると考

えられる。④の２指の深さは又１指の接点にも

影響する。そこで次に２指の接点に説明を切り

替える。この指は一番長い指であるので他の指

に比べて関節の屈伸に－番余裕が与えられてい

る。従って接点の位置も（図25）の如く多岐に

亘る゜ここで

るにはやはり，６指と４指そして１指の接点を

確認させてやることであろう。β指は指先を弓

身に直角に，４指は指先を弓身にのせてやる，

１指は弓身に巻きつけないように。これらのポ

イントを押さえるだけで外形は整ってくるもの

である。この指導法は⑬が④の手に直接触れて

形を修正するものであるが，次の方法は④自

ら，各々の指の接点が安定して定まるための練

習として用いられれば効果がある。それはフ

ルートの指穴を１指と４指，２指と３指がそれ

ぞれペアとなってふさいだり開けたりするよう

な作業である。これは１指と４指がβ指と対応

して弓を持つ時の感覚，２指（３指を付随的

に）がβ指と対応して弓を持つ時の感覚が整理

される練習を意味する。β指と２指を中心に他

の指のフォームを定める一般的指導順序では形

が整わない④に対して，ｌ指，４指を決めた後

に２指（３指を付随的に）を決めるという手順

もありうることを付記したかったのである。こ

れを実際の運弓において（８指，１指，４指の

３つの接点で弓を持って弾く，又０指，２指，

３指の３つの接点で弓を持って弾くことを意味

する）試承れば，それぞれの接点を通じて担う

ところの各指の機能がより明確に体験できると

考えられる。ただし幼い④にはこの練習そのも

のに難度があるために無意味なことである場合

の方が多いので，テキストの進度や年齢に適合

させる必要がある。

ケ弓身に指が巻きついた例(写真15）

写真例のように過度に弓身に巻きついた指関

（写真15）

2指の接点を示す

ノ

↑↑↑↑
ａｂｃ。

（図25）

理論書Ｇ（47Ｐ）の論を掲載しておこう。「２指

はβ指に向かい合った－中略一一爪に一番近

い指関節の部分で弓身にふれる」

写真例は接点ｄを通りすぎてしまった例で論

外であるが，ｄに近づけば近づく程関節は硬化

現象を示し，結果として他の指もこの巻きぞえ

となってしまう。残されるのはａ，ｂ，ｃとな

るが子どもの④の場合ａは３指の指先を弓身に

のせる結果を呼び起こしてしまう段階が多いこ

とが判明したのでｂ，ｃいずれかを目標として

設定することにしている。次は３指であるが，

この指はβ指，１指，２指，４指が決定したあ

とでそのまま弓身におろされる位置が最も自然

であった。すなわち他の指が決定すればこの指

に限っては何も指示を与えない方が指導法たり

うるということである。もしこの作業の結果指

先の爪に近い部分が弓身に接することがあれ

ば，他の指の接点位置を再度見直すこととし

て，手順を踏んだ方がまとまりが早いようであ

る。又，他の指の接点位置に関係なくこの指だ

けが単独で深く弓身にかぶさるといった例ほど

の④にもふられなかった。ここまでは１指～３

指までのフォームの実際に対する考えを述べて

きた訳であるが，このフォームから大きく逸脱

した写真例のようなフォームの矯正方法はいか

になされるだろうか。最も手早く外形を修正す
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節は弾力'性を失っており，弦の自然な振動は求

められないであろう。④がこのフォームを取ろ

うとする原因は次のようなことが上げられる。

ａ弓身に浅く接したフォームを矯正

中，８指にかぶせるように２指を深く

セットさせたことが弓身に２指を巻き

つけることに作業が転化してしまった

－イ（写真例８）Ｍちゃん30回目の

指導例におけるマイナス要因として先

記。

ｂ<の字に曲げられた０指は他の指の

関節までも過度に曲げてしまう，とい

う連鎖反応を引き起こす。

ｃ弓身に指を巻きつけることによって

弓をしっかり持とうとする。

これらはこのように原因がはっきりしている

のでこれらを除去する方法が矯正になり，それ

はこれまで論じた指導方法を利用することで解

決が図られると考えているが，再度ここでこれ

らを整理してみる。

ａの矯正

指が前腕の延長上にあることを意識させるた

めに指を伸ばしたままで練習させ，肘デタシェ

（弓中央）の練習として切り替える。すなわち

右腕全体のフォームを学ぶことで修正を図る゜

（イの指導例の中から採用）

ｂの矯正

(2)のβ指の力を抜く指導，Ｒ君47回目の指導

例を試ゑてふる。

ｃの矯正

弦上（Ａｓｔ又はDstが適当）に弓を乗せ，弓

身の重さだけで自然な音が出せることを悟らせ

るため，０指と２指の接点だけで弾いてふせる。

このデモンストレーションにより過度の関節の

労力が無用であることを徐々に理解させる（オ

の指導例の中から採用）

．１指が単独で遠くへ離れすぎてい

る場合（写真16）

この例はキの項目で先記した６指を中心にし

て各指が広がり，とりわけ１指と４指が相対応

して広がりを見せていた例とは'性格を異にする

と考えられ，ここでそれを区別する意味でとり

(写真16）

上げた。写真例では１指が２指に近づけば手の

フォームは殆ど完成されることが推測出きる。

逆の見方をすればこの指がここにあるがため

に，他の指のフォームがいか程マイナス要因を

こうむっているか，といえばそれは殆ど影響が

ないといえる。このことはこれまで掲げてきた

写真例がいずれも，いくつかの要因が折り重

なって悪例となっていたのに対し，この例は良

質のものであることを伺わせている。理論書Ｆ

は68Ｐにおいて「人差指は弓身を支配し，弓身

に自己の意志を強制することが出来るのであ

る｡」と論じでいるが，写真例の１指は正に積

極的な運弓のための意思表示をしているかの如

くである。結論は“積極的すぎる，，という点に

ある訳である。このマイナス面は前腕の重量が

過度に伝わりすぎること。β指とｌ指が力点，

支点をなすテコの原理が，作用点である弦に過

度な圧力となって現われること，また過大に広

げられた間隔が手首の関節を硬化させるなどと

なって④によってそれぞれ現われる。さて，そ

れでは２指との距離をいか程計量してやればよ

いものか回答が急がれるが，ここで前に掲げた

テキストＥ（20Ｐ）の論と理論書Ｇ（47Ｐ）の

論をもう一度見てみよう。前者は「人差指は中

指と指１本幅をあけて－中略一持つ」であ

り，後者は「４本の指は手を手首からすっかり

楽に垂らしてみた時と同じそれぞれの間隔を

保って」であった。前者はｌ指にかなり積極的

役目を与えようとしていると考えられるのに対
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し，後者はそうでもない。明らかに流派によっ

て相違があると考えられる。私は幼い④には前

者の方が具体的で納得させやすいと考え，こう

した過度に広がった１指の矯正法に利用してい

る。後者の場合は物事を理論的に分析できる年

齢に達している④に適合した表現として応用さ

れるべきと判断している。又，この指は他の指

に比べて単独で自由に接点を選びやすい機能を

持ち合わせた指であるということを逆に利用

し，＠に適宜接点を変更させ，音質音量又手全

体の動きがいかに変化するか⑬，④同じ時限に

立って分析し合うといった指導法を試承てみた

ところ，進度の進んだ④にはかなりの成果が伺

え，又⑬には④の奏法，音質の貴重な診断方法

を提示してくれる場合があった。

サ４指が伸びきっている場合（写真

17)，指が反りかえっている場合

（写真18)，４指の第１関節が極端

に曲がっている場合（写真19)，４

指が離れすぎている場合（写真20)，

４指が３指にくっついている場合

（写真21）

これまで４指のフォームについては他の指に

関連させながら取り扱ってきたが，ここでの写

真例はいずれも４指以外の指のフォームは矯正

される必要がなく外形が整っており，４指その

もののフォームについての承問題があると考え

られる場合として列記した。４指の先の爪に近

い部分が弓身にのっかっているフォーム，これ

が関節に最も弾力を持たせる正しいものとして

各テキストはその模範例を掲載している。しか

しどの④もこのフォーム作りは難題であり，⑬

（写真17）

(写真18）

(写真19）

(写真20）

(写真21）
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にとって誠にやっかいな指である。（写真17）

は指のフォームの指導を受けていない段階であ

る場合，あるいは弓身にのせた指が弓身から滑

り落ちてしまうといった不安感を解消せんがた

めの自衛策として弓身との接点を，指の先端か

ら爪の裏側にあたる皮膚の面に変更している例

であるとも考えられる。しかしこれは弓の先が

運弓においては自然ともいえる姿であるが，こ

のままのフォームでは弓中央，弓元で弓の重量

をコントロールする４指の役目を放棄してし

まっていることになり，その役目のすべては手

首や肘，肩の関節の大まかな運動に委ねられて

しまう。これでは弓先から弓元に至る平均した

音色音量は期待できない。又このフォームの姿

から４指の各関節を曲げながら，その関節のバ

ネを利用しようとすれば指先は弓身から滑り落

ちるであろう。

（写真18）は４指でもって弓身を押さえよう

としている場合又は弓全体を支えるためのつつ

かえ棒としての役目を果そうとしている場合

の，いずれかであることは間違えない。しかし

v､ずれも指の関節は硬化してしまう。結果は４

指だけでなく他の指や手首にまで硬化現象を引

き起こすであろう。（写真19）は弓身に指の先

端をのせようとする意識が過剰に働きすぎたた

めに，フォームが変形してしまっているとも考

えられるし又，第２関節そのものが弱くて正し

いフォームが保てない状態であるとも考えられ

る。後者は運指における左手の４指にも時たま

見られるフォームと類似している。やはりいず

れの場合も４指の弾力性は欠けているので，運

弓の場合は指弓，左手の場合はヴィブラート奏

法の指導に至るまでには矯正は必至である。

（写真20）はこの形から１指が２指から離れ

て位置すればちょうどそれは（写真13）の例に

当たる。従って（写真13）のマイナス面がこの

場合もいくらか現われると考えられる。拡張

（３指と４指の距離）によって生ずるエネル

ギーは他の指に伝播し，関節のバネを硬くして

しまうであろう。これに対し（写真21）はその

逆の姿で３指に寄りそった４指は緊張がなく，

４指の関節は脱力の状態に置かれて理想的だと

思えるが，この４指は弓全体を支えるための機

能としては関節が軟弱すぎて弓がふらつく可能

性がある。このように（写真17～21）はいずれ

も４指の関節の弾力'性が運弓コントロールのた

めのバランスを保つために準備されているとい

い難いものであるが，ここではこの弾力性を秘

めたフォームのための条件を次のように整理し

てふた。（前項で述べたように４指以外の指に

原因がある場合を除く）

ａ４指の先端が弓身の上にのっている

かどうか

ｂ４指と３指が適度な間隔にあるかど

うか

ｃ４指のそれぞれの関節に適度の筋力

が育っているかどうか。

ａ，ｂから出来上った求められるべきフォー

ムは各関節がわずかずつ曲がって４指全体が滑

らかなカーブを描いていることになるが，４指

が３指から離れれば離れる程，ａの接点は保ち

にくくなるだろうし，又各関節は伸ばされてい

くだろう。逆に３指に近づいていけばこれと逆

の状態を示すことになる。テキストＥ（20Ｐ）

は「小指は薬指より少しあけ，上から添えて血

ｉ旨を弓に当て弓を支えるうに

益２」と表現している。この表現はフォームの

結論づけであり実際の指導では生徒個々の指の

形状やテキストの進度，年令などに対応ざせ具

体化させなければならないが，まずはどの④に

も共通していると思われる指導の段階を大まか

に区分してふた。

第１段階……弓を握る形をある程度許容する

入門段階

第２段階……４指のフォームの外形を作って

やる

第３段階……４指のフォームを演奏と関係づ

ける

ｃの条件は第３段階の重要なカギを握ってい

ると思われる。第１段階は第Ⅳ章で先記したの

で省略するが，第２段階は幼い④には，「○○

ちゃんの小指さん，滑ってしまいましたね！先

生が今，お手伝いしてあげますよ。小指さん丸

くなって先つぼをチョコンと弓に乗せましょ
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う！」などと弾き出しの準備を補助してやる段

階を意味する。せっかく整えてやってもフォー

ムも演奏中に崩れるのがこの段階の④の特徴で

ある。④に敬遠されない程度にレッスンにこの

指導を組承入れ，⑬の指摘や補助なしで演奏前

の“用意”がなされるようになるまで導きたい

ものである。第３段階の最初はまず演奏中にお

いてもフォームが崩れない状態に導いてやりた

い。原因の分析が回答を引き出してくれるので

はなかろうか。

フォームが崩れ，その行きつく姿がもし写真

17～21の姿の中の－つであれば，先記した個含

の原因がいまだに残存していると判断される場

合もある。一方別の原因すなわち，ｃの条件が

準備体勢にない場合も種々のフォームの崩れを

示すと考えられる。結論は，指の機能が充分備

わっていないためフォームを保持出来ないとい

うことである。演奏前にセットされたフォーム

は見せかけでまだ本物でないことの証明であ

り，「弓を支える」という先記のテキストＤの

ａ

4指

ザ〔Ｕ
ｂ

（図26）

導例の他には次のような方法が考えられる。一

つは（図27）に示すように前腕を回転させるこ

とによって４指に弓を支える作業を与える練習

（注50）で，楽器を用いた練習ではｂの点で弓

役目が果せていないのである。指導方法はこの

指の機能訓練を目的とした練習方法を採用する

ことが適当であろう。
ａ

Ｍちゃん６７回目の指導例（小学１

年）より

“今日は小指の体操してふますよ！先生の小

指をよく見てて下さい。小指だけ上げたり下げ

たりしてゑましよう。他の指が動いてはいけま

せんよ。いつも小指の先つぼがついていますよ。

ではだんだん速くしますよ”（図26）はＭちゃ

んの指導における４指の練習を示すものである

が，この指導のねらいは４指の先端を弓身の上

に正確にのせること，その接点位置を徐々に定

めていくこと，４指の機能を独立させることな

どにある。練習の条件は弓の中央をDst又はＡ－

ｓｔに置いた状態で行なうか，あるいは楽器を用

いず弓だけで行う場合は弓先を天井に向けた状

態で行なうこととする。その意味はいずれあま

ず最初は弓全体を支える作業をこの指から取り

除いておくことが前述の指導のねらいが消化さ

れやすいと考えたからである。Ｍちゃんの指

ｂ

（図27）

先が弦上にセット出来る形をとるのもそれなり

に効果がある。もう一つは弓中央から弓元にか

けての運弓で弓を持つ接点を０指，１指，４指

の三点に制限して弓を支えながら音質のバラン

スを保つ練習である。この練習は練習そのもの

がかなり難しいので（図26)や（図27)の練習過

程で４指のフォームが定まっていく状態を診断

しながらこの練習導入の適時を求める必要があ

る。もし，これが安易に（図26）や（図27）の

練習を経ないで性急に与えられてしまった場

合，４指はもとより右手全体のバランスを大き

く崩してしまい意味をなさなくなるだろう。こ
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奏上消化不良となったり又，練習のための練習

に終ってしまうきらいがある。尚，指弓技術に

的を絞った指導法及び関連して例記しなければ

ならないと思われる手首のフォームの実際はこ

の論文シリーズで徐々に触れていくこととする。

シ第３関節が高くなりすぎている場

合（写真22）

（写真22）

のハイレベルの練習のねらっているところは機

能的運弓のために欠くべからざる存在にある４

指の働きを④に理解させること，またこの理解

が求められる年齢進度にある④のために施され

るのが効果的であろう。弓元における指弓を

伴ったレガート奏法（注51)，メロディ作成上

の感情表現などの⑬が示す範奏例は④に運弓に

対する魅力を与え，練習意欲をかきたててくれ

るものであろう。いずれの練習も，将来登用さ

れる指弓等の技術を導くための前段階のもので

あるが，それにはまず，４指の存在感を今まで

より，より意識的にとらえ又，４指そのものの

バネを強くさせておく必要があった。４指の完

成された運弓では関節のバネの動きが歴然とし

た形で見えるものではない位繊維なしのであろ

う。（注52）しかし私は，④が指弓の完成に至る

までには一時的に大まかな動きを経たあとで，

細かな機能を導き出すといった手順があるだろ

う。と想定している。そこでこの項で先記した

４指を中心にした運弓技術習得の段階を更に細

分化し，その手順を掲げてみた。 Ｖでも特に弓元の運弓機能は弓全体を持ち上

げるようにしながら，音量音色，バランスを保

つのであるがこの時手の形は手首をわずかに持

ち上げるような動きに従って各指は第３関節か

ら垂れ下がっているような姿となっているはず

である。第３関節の位置が他の関節（特に第２

関節）より，かなり高い位置になっているとい

う表現でもよいであろう。写真例のフォームが

矯正されなければならない理由は，このフォー

ムが必要でない運弓においても踏襲されている

ことにある。すなわち，いついかなる運弓にお

いても先記したＶの弓元における弓全体を持ち

上げるためのフォームを利用していることを言

う。これでは日での重量感ある音量音色には期

待できない。このフォームのままで音量を求め

れば，肩関節から伝わった粗雑な内容の音質と

なってしまう。円滑な運弓が可能になるべく指

の弾力性は瞬時たりともなくなることのないよ

う準備されてなければならないが，この弾力性

の源はまさしく関節の屈伸運動に他ならない訳

である。そして運弓に作用するバネの内容は各

指それぞれの屈伸運動がどのように連携してい

持
階
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新曲ではこれらの段階毎に適合した演奏が求

められるべきであり，段階を逸脱したすなわち

弓元における音質，バランス，運弓継続，曲想

表現などが適時に応用されていない場合は，演
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るかによって評価される。さらに分析しよう。

Ｖの弓元で示された姿は各関節が自然に伸ばさ

れた状態であったが，この状態からとりうる関

節の屈伸は次のとおりであろう。

ａ第１，第２関節が伸ばされ，第３関

節が曲がる

ｂ第１，第２関節が曲げられ，第３関

節が伸ばされる

この分析の力点は弓を持つ指と，弓身との接

点を維持したままで指の各関節に屈伸運動を命

じればｌ指～４指の関節では第３関節は，第

１，第２関節と逆の屈伸運動をしなければなら

ないという道理にある。初心者にはａの作業は

容易であるらしく，この結果が写真例に表われ

ていると考えられる。これに対しｂの作業は初

心者には難しい技術となってしまうが，その原

因は第３関節が伸ばされなければならないこと

に気がついていないこと，または第３関節その

ものがほぐれていないこと，更に加えるなら８

指が硬くなって１指～４指全体の動きにブレー

キとなっていることなどが上げられよう。（β

指の指導(1)，(2)で先記）第３関節を伸ばすとい

う作業はフォームの外形では，第３関節がこの

作業を起こす前に比べて低い位置に変換される

ことになろう。機能的運弓は肩から指の第１関

節に至る右腕にあるすべての関節があたかもム

チの流れのように順次，屈伸運動を伝播させて

いく様を見せるものであるが，初心者の多くは

この流れが指の第３関節によって遮断されてし

まうのである。

ろにポイントがある。それはいきなり前述の

“ムチの流れ，，のために作用させる第３関節を

求めたというより，そのための準備段階として

フォームを整えておくことがねらいであった。

すなわち伸ばすことも曲げることも可能な中よ

うな第３関節の角度をフォームの基本とした訳

である。ムチの流れはその末端の指の関節で

は，、，Ｖの変換時における運弓継続のための

指弓技術となって現われれば，それはかなりハ

イレベルでの段階に達したといって差し支えな

く，前述のａ，ｂが交互に（ａはＶ，ｂは、）

行なわれることになる。（注53）Ｒちゃんはい

ずれこれらの連続的な流れを学んでいくことに

なるが，そのためにも今回の指導例は不可欠の

ものであった。尚，Ｒちゃんの指導法以外にも

このフォームの矯正のための方法は④によって

種々選ばれることであろうが，そのうちのひと

つとして第Ⅳ章４の(3)の④で掲げた「手のひら

全体をテーブルに押しつけたままで指先を手前

に引き寄せながら関節を屈伸させる練習を再度

提案する。この柔軟体操はいままで経験したこ

とのない第３関節の屈伸運動が容易に可能にな

り，実際の運弓においてこの成果は第３関節の

フォーム作りに又，関節の柔らかさとなって現

われてくる筈である。

(注50）ａ－ｂに回転させるスピードが増せば増

す程，弓そのものの重さに加えて反動による重

量も４指に伝わるであろう。実際はこのような

極度の反動による余分な重量を担わなければな

らぬ運弓はありえないのである。しかしそれは

野球で打者が素振りで重いパットを使用する練

習に似ていると考えられ，実際の運弓には関節

のバネはかなりたやすく働くのではないだろう

か。

(注51）理論書Ｆはこれを“運弓継続，，と称して

いる。

(注52）理論書Ｆ（80Ｐ）は次のように述べてい

る。「運弓継続のための必要な運動を出来るだけ

小さく，目立たないように行うべきである。手な

いし指を極端に大きく動かすことがとりもなお

さず，あの衝撃を生ずるのである。これはどうし

Ｒちゃん７９回目の指導例（小学１

年）より

“Ｒちゃんの弓を持つ手はお山が高く盛り

上っていますわ。先生の手は低くなっています

よ。低いお山の形で弾いた方がきれいな音にな

りますよ。先生がＲちゃんのお山が低くなるよ

うにお手伝いしてあげましょう。，，（お山とは

手の形が丁度第３関節が頂上となる山形をなし

ていることを意味している｡）

Ｒちゃんの指導例は小さな④に分かりやすく

フォームが認識出来るように言葉を選んだとこ
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ても避けねばならない。立派な弓の変換は聞こ

えないばかりでなく殆ど目に見えないものでな

ければならない｡」

(注53）理論書Ｆは弓の変換時における運弓継続

奏法について完成された形は不自然な指の動き

を示すものでなくそれはほとんど目に見えない

動きとなると説いているが本論文が取り上げた

例はこれに到達するまでの一時的現象として許
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